
7 .列状植栽試験

1.試験担当者
四国支揚造林硏究室長 安藤 貴 ほか

2•試験目的
近年労働力の遍迫にともない,地招,植栽・下刈作業の省力化をねらいとして,列状植栽を 

おこたい,方形植栽との比較がなされている。しかし,現状強mーの列我植裁との比隸が中心 

で,列間,行間をかえた垠合iてついては宓iされていない。列間と行問の組合せをかえて省力 

の建既と林分胡鎮までの経過を列らかIてすることは当面の問題として急務であ名。さらに列状 

槌裁された蘇林の除間伐等保育の問題は,まったく手がっけられていないので,この点につい 

て資料を蓄積する必要がある。

このため列状模殺における行間,列間の題合せをかえ,地将,植裁,下刈作業に好ける缶カ 

の程変あ、よび林分閉韻•までの経過を明らかにし,こQ部の方法で造成された斓Cの觀問題て 

ついて基礎資料を待る。

3. 昭和4 5年寇・の経過とえられた結果

列状濒にむける行問と列間の組合を1:し1：2.1:3.1：4.1:5とかえ, 

3.0 〇 〇本豚•2回蝶返しのヒノキ試段地を宿毛営林署曾内に設定し,地搭,植戏の行程を 

俱べたJ
4. 昭和4 6年度の試験計両

前述と同樣つスギの試験地を設定する。

ヒノキ濟炮の下刈行程を調在する。

8.森林の構造と成長の関係解析

1.試験担当者
本拙経営部経営第二科長 沢正 久 ほか

北海道支攻難営筋長 長 内 力 ほか

東北支埸 〇 金 專賢 施 ほか

関西支埸育林部鮭営硏究安 上 野賢 爾 ほか

四国支场経営研究室長 都 築和 夫 ほか

九州支翊育林部後営研究室長 栗 屋仁 志 ほか

木曾分婚造林研究宛 原 斉 勇 氏か

2試験目的

森林の構造と.成長,収機の夹態を固定試験地(ておいて定J題勺にもとめ,孫林の生弛力を把 

抵することと,どのような施業方法によつて靖高の生淺力を発揮することができるか,また 

現実にはどわような森林の構造があり.生産力の离い携造と枝:どっようなものかを明らかに 

する。さらに森林生密カと剧用面の関係から糊斐経営のあり方を研究する。

3.昭和4 5年度の経過とえられた結果

〇本堤

惜報処理方法の発逹にともない,これまで支分沁,関係営林局で処理していた成窓試段 

地デ-クのとりまとめを本場の3十算機でー鼬理するために,それ」て必妥なプnグラム〇 

作成を行なった。まず,試験地内の直径と糊高が全部測定された塚舍のデータシー卜の印 

刷およびとりまとめのブnグラムを完成し,そのような試數地について4 4. 4 5年瘦は 

北海道,束北,九州支爐,木會分場とWH,札援営林局の4 8試踱地,85調査回数分に 

ついて計算を行なった。

また標本木を選んで囲高を測定した埸合,樹高曲糠によって酒高を推定するが,そのた 

め!C3つの式のプログラムを用意し,支分場からの要訥により,計算を行左っている。

〇北海道支場

北海道の収技試おは道内五営林局と北海道支場の分担のもと忙,昭和3 6年から回発され, 

年次計画位したがって,トドマツ人工林3 3ヶ所,カラマツ人工林3 6ヶ所の試鼬を設 

定した。

この中で北海道支:»湘当分はトト・マッ人工林6ヶ所,カラマツは2ヶ所でちる。

!た野幌試験林内の各楝人工林に設定した高令級の固定試験地についても同様な方法に

したがって調査をbこなっている。

。束北支場

<経過>固定収段試験地の榛り&し調充資料にXって成辰の法則性,成長予測,朝房習
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